
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８号 

令和３年 5月 11日(火） 

生徒会スローガン“Bloom“輝く笑顔の花を咲か

せる体育会を目指し、5月 6日（木）より体育会練

習が始まりました。生徒会役員の素晴らしいリーダ

ーシップ、3年生のリーダーたちの生き生きと活動

する姿、グランドには、南中生の頑張りが輝いてい

ます。感染状況が厳しいコロナ禍での練習において

は、感染症対策の徹底を行い、安心安全な場作りに

努めています。生徒の整列間隔を十分にとっての活

動や、手指消毒や手洗いの励行、マスク着用も習慣

化しています。これまでの本校やご家庭での感染予

防対策の取組が意識と行動を定着させていると感

じています。また、熱中症予防の配慮も行いながら、

体育会実施に向けての練習を重ねています。12 日

から県下緊急事態宣言が発令される報道に、様々な

対応が求められます。状況を見極め適切に判断し、

開催の有無を含め、安心安全な環境を整備していき

たいと思います。 

 Bloom！体育会練習開始。 

保健室前の掲示板には、養護教諭の重田先

生から、体育会成功への願いが込められたメ

ッセージが発信されています。①感染症対策

の徹底②熱中症対策の徹底③体調管理の徹底

の 3つの項目には、自分自身で取り組む具体

的な行動目標が示されています。その中の体

調管理の項目には、「リーダーや相手を思いや

る言葉や行動」と記されています。体だけで

はなく心も健康であることが大切です。重田

先生は、南中で一番、生徒たちの心身の健康

管理に関わり、また、コロナ感染症予防対策

においても最大限努めています。ひまわりハ

チ公のメッセージを読んで、思いを受け止め、

自身の行動を磨いていきましょう。 

今、私たちにできることを

一生懸命、行いましょう。 

 コロナ禍の人権教育を視点に、自作教材開発して道徳科の授業実施。 

昨年に引き続き、コロナ禍における人権教育の道徳授業を行

いました。誰もが感染する可能性がある状況下で、誰もが安心

して生活できるために、間違った意識の払拭と新型の感染症に

係る正しい知識や情報のとらえ方、さらには、互いを思い合う

ことや助け合うこと、医療従事者等へのねぎらいや感謝の気持

ちを大切にすることが求められます。 

南中では、このような思いを伝え指導できる自作教材を作成

し、生徒自身が正しい認識をもって「自分ならどうする」と、正

しい言動について考えを深め、互いの思いを交流する機会とな

りました。生徒たちの感想からも、思い合いや公平・平等、関わ

り方など、他者を大切に思う人権意識がうかがえます。ぜひ、ご

家庭でもお子さまとの会話で、温かな思いを深めてほしいと願

っています。 


